
『
宣
講
葉
一
編
』

四
巻
l

案
証
の
再
編

は
じ
め
に

『
官
一
講
葉
編
』
四
巻
は
封
面
に
「
光
緒
戊
申
(
三
十
四
年
、

一
九

O
八
)
春
月
、

経
元
書
室
重
刊
」
と
記
載
す
る
o
l

『
官
一
講
福
報
』
『
官
一
講
珠
磯
』
『
官
一
講
摘
要
』
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
出
版
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
序
文
は
な
い
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

本
書
四
巻
は
案
証
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
収
録
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
そ
の
主

題
に
よ
っ
て
分
類
し
て
収
録
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
案
証
の
出
典
を
注
記

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
出
典
は
現
存
せ
ず
、
原
典
を
ど
の
よ
う
に
改
編
し
た
か
確

認
す
る
す
べ
が
な
い
が
、
ヨ
旦
講
集
要
』
な
ど
に
収
録
す
る
案
証
と
同
じ
案
証
が
あ

り
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
本
書
に
収
録
す
る
案
証
は
よ
り
わ
か
り
や
す
く
改

編
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
小
説
に
取
材
し
た
案
証
が
あ
り
、
ス
ト
l

リ
ー
を
お
も
し
ろ
く
改
編
し
て
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
本
論
で

は
本
書
の
こ
う
し
た
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四
巻
の
分
類

四
巻
の
案
証
は
全
四
十
一
篇
で
、
目
次
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

阿

部

泰

ロu==悶

巻
一
(
十
一
篇
)
「
積
米
奉
親
」
「
臥
氷
求
魚
」
「
楊
一
史
墳
」
「
孝
虎
洞
」
「
ゑ

孝
堂
」
「
孝
逆
異
報
」
「
咋
麦
生
虫
」
「
点
滴
旧
案
」
「
及
断
手
」
「
遵
諭
明

目
」
「
三

L

家
免
劫
」

巻
二
(
十
一
篇
)
「
厚
族
獲
報
」
「
敬
九
愛
捜
」
「
争
死
救
捜
」
「
売
身
救
兄
」

「
尊
兄
捺
姪
」
「
譲
産
譲
名
」
「
三
理
報
」
「
二
子
乗
舟
」
「
友
愛
全
節
」
「
知

思
報
息
」
「
葉
三
奇
案
」

巻
三
(
八
篇
)
「
棄
家
噴
友
」
「
舎
身
全
交
」
「
生
死
全
信
」
「
見
利
忘
義
」
「
忍

ロ
獲
福
」
「
傷
生
悔
過
」
「
風
吹
谷
飛
」
「
仮
無
常
」

巻
四
(
十
一
篇
)
「
和
順
化
人
」
「
規
賭
全
員
」
「
借
狗
勧
夫
」
「
脆
門
受
護
」

「
賢
妾
捺
子
」
「
断
機
教
子
」
「
矢
志
守
員
」
「
白
猿
献
莱
」
「
紅
蛇
纏
身
」
「
械

娃
奪
妃
」
「
仮
斎
婆
」

私
見
で
は
、
主
と
し
て
巻
一
は
「
孝
」
(
親
子
愛
)
、
巻
二
は
「
悌
」
(
兄
弟
愛
)
、

巻
三
は
「
義
」
(
友
人
愛
)
、
巻
四
は
「
貞
」
(
夫
婦
愛
)
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
分
類
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
梗
概
を
記
し
て
こ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
(

)
内
は
記
載
さ
れ
た
出
典
で
あ
る
。



巻

(
「
孝
」
)

「
積
米
奉
親
」
(
『
宝
蓮
舟
」
)
(
宣
十
場

)
i母
子
の
孝
。
西
漢
、
四
川
徳
陽
県
の

張
文
進
は
善
行
に
努
め
て
子
正
輿
を
授
か
り
、
正
興
は
妻
李
秀
貞
を
要
っ
て
子

平
安
を
授
か
る
。
秀
貞
は
孝
行
で
、
姑
陳
氏
が
発
病
す
る
と
、
腕
の
肉
を
割
い

て
陳
氏
に
食
さ
せ
、
さ
ら
に
病
気
快
復
を
祈
願
す
る
が
、
陳
氏
は
近
隣
の
朱
胡

氏
の
議
言
を
信
じ
て
呪
誼
さ
れ
た
と
疑
い
、
正
輿
に
秀
貞
を
離
縁
さ
せ
る
。
秀

貞
が
白
雲
庵
に
住
む
と
、
平
安
は
米
を
届
け
る
。
後
に
父
子
は
高
官
に
就
任
し
、

陳
氏
も
誤
解
を
解
い
て
秀
貞
を
迎
え
、
朱
胡
氏
は
絞
殺
に
処
せ
ら
れ
る
。

「
臥
氷
求
魚
」
(
「
勧
世
編
』
)
(
宣
七
場
)
|
王
祥
の
孝
。
西
晋
の
王
祥
は
継
母

朱
氏
の
た
め
に
真
冬
に
氷
上
に
身
を
横
た
え
て
氷
を
溶
か
し
二
匹
の
鯉
魚
を
得

る
。
ま
た
朱
氏
の
た
め
に
黄
雀
を
捕
ら
え
、
李
樹
の
見
張
り
を
し
て
風
を
止
め

る
。
朱
氏
は
王
祥
に
毒
酒
を
勧
め
、
刺
殺
を
謀
る
が
、
王
覧
が
阻
止
す
る
。
王

祥
は
朱
氏
に
許
し
を
求
め
、
朱
氏
は
悔
倍
す
る
0
2

「
楊
一
突
墳
」
(
『
覚
世
盤
銘
」
)
(
官
一
五
場
)
|
楊
一
の
孝
。
武
進
の
楊
一
が
親
の

墓
で
泣
い
て
天
か
ら
銀
を
賜
る
。

「
孝
虎
嗣
」
(
「
覚
世
盤
銘
』
)
(
官
三
場
)

ー
猛
虎
の
孝
。
明
崇
禎
年
間
、
達
県

の
越
城
羽
の
子
を
食
っ
た
虎
が
そ
の
母
を
養
う
。

「
慈
孝
堂
」
(
『
救
世
保
元
』
)
(
宣
三
場

)
l賓
蛾
の
孝
。
唐
の
察
文
菌
が
賓
成
文

の
娘
貨
蛾
を
妻
り
、
科
挙
受
験
の
た
め
上
京
す
る
問
、
賓
蛾
は
察
家
で
姑
張
氏

の
世
話
を
す
る
が
、
張
氏
は
薬
医
の
売
り
掛
け
を
徴
収
し
て
逆
に
殺
害
さ
れ
そ

う
に
な
り
、
乞
食
張
騒
児
母
子
に
救
わ
れ
て
家
に
住
ま
わ
せ
る
が
、
櫨
児
は
薬

医
に
毒
薬
を
調
合
さ
せ
て
張
氏
を
毒
殺
し
て
賓
蛾
を
奪
お
う
と
し
、
腕
狙
児
の
母

が
毒
味
し
て
死
ぬ
と
、
張
氏
を
訴
え
る
。
賓
蛾
は
身
代
わ
り
に
な
る
が
、
八
府

巡
按
に
な
っ
た
賓
成
文
が
菟
罪
を
は
ら
し
、
将
軍
に
な
っ
た
文
菌
が
撞
児
と
薬

医
を
捕
ら
え
、
張
氏
と
賓
蛾
に
は
「
慈
孝
堂
」
の
扇
額
が
下
賜
さ
れ
る
0
3

「
孝
逆
異
報
」
(
『
仁
寿
鏡
」
)
(
宣
四
場
)
|
孝
と
不
孝
。
清
道
光
初
、
奉
節
県
の

朱
氏
五
兄
弟
は
木
前
で
、
特
に
四
弟
応
江
は
肝
を
割
い
て
母
の
病
気
を
治
し
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
朱
栄
梼
と
妻
曇
氏
は
不
孝
で
、
老
母
を
虐
待
し
て
殺
す
。

応
江
は
慈
善
に
努
め
て
出
家
し
、
栄
梼
は
一
族
が
絶
滅
す
る
。

「
昨
麦
生
虫
」
(
『
覚
世
盤
銘
」

)
l不
孝
。
山
西
太
原
府
韓
城
県
の
王
芳
桂
の
次

男
応
武
と
妻
張
氏
は
芳
桂
を
餓
死
さ
せ
た
た
め
地
獄
に
連
行
さ
れ
る
。

「
点
滴
旧
案
」
(
『
廻
生
舟
』
)
|
不
孝
。
仁
寿
県
(
四
川
)
の
李
文
玉
は
父
母
に

従
順
で
は
な
く
、
子
貴
保
が
文
玉
の
誕
生
日
に
文
玉
の
不
孝
を
暴
露
す
る
。

「
政
断
手
」
(
『
勧
世
編
』
)
(
宣
三
場
)
「
劉
光
燦
遊
冥
」

l

不
孝
。
道
光
二
十
九

年
後
四
月
十
三
日
、
壁
山
県
(
四
川
)
の
劉
光
燦
は
賭
博
に
狂
っ
て
父
母
を
世

話
せ
ず
、
ま
た
賭
博
を
し
た
ら
手
を
切
断
さ
れ
る
と
誓
っ
た
た
め
、
地
獄
に
連

行
さ
れ
て
関
帝
に
右
手
を
切
除
さ
れ
る
。

「
道
諭
明
日
」
(
『
遵
諭
集
成
」
)
(
宣
三
場
)
|
不
孝
。
昔
、
理
明
、
楊
二
。
楊
二

の
妻
万
氏
。
わ
が
ま
ま
で
失
明
す
る
が
、
聖
諭
宣
講
を
聞
い
て
日
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
。

「
三
家
免
劫
」
(
『
上
元
基
命
」
)
(
宣
5
場
)
|
善
と
悪
。
明
、
厳
嵩
父
子
が
暴
政

を
行
い
、
悪
人
が
は
び
こ
る
時
、
輿
化
県
(
江
蘇
)
に
道
人
が
現
れ
て
善
行
を

勧
め
る
。
輩
某
は
聴
か
ず
同
族
輩
氏
の
財
産
を
奪
う
が
、
広
世
徳
は
輩
氏
を
救

い
、
善
行
に
努
め
た
の
で
、
貌
益
公
・
閥
疑
と
と
も
に
倭
賊
か
ら
身
を
守
る
。



巻
二
(
「
悌
」
)

「
厚
族
獲
報
」
(
『
一
声
雷
』
)
(
宣
三
場
)
|
宗
族
。
宋
の
泡
仲
滝
(
九
八
九
一

O
五
二
)
は
宰
相
に
な
っ
て
俸
禄
で
義
国
を
設
置
し
て
宗
族
を
救
済
し
、
死
後

に
閤
魔
と
な
る
。
明
末
の
劉
子
平
も
宗
族
の
仲
裁
を
す
る
。

「
敬
兄
愛
媛
」
(
『
一
声
雷
」
)
(
宣
五
場
)
|
姉
妹
。
宋
の
郷
子
誠
の
後
妻
呉
氏

は
「
娯
松
虫
」
と
い
う
縛
名
を
持
つ
悪
女
で
、
子
誠
の
死
後
、
遺
子
鄭
瑳
を
虐

待
す
る
が
、
呉
氏
の
娘
郷
瑛
は
兄
に
妻
を
妻
ら
せ
、
学
問
を
さ
せ
、
虐
待
さ
れ

る
捜
荊
氏
を
護
る
。
荊
氏
は
誤
っ
て
鄭
瑛
の
子
を
殺
す
が
、
都
瑛
の
男
姑
は
鄭

瑛
を
い
た
わ
る
。
呉
氏
は
そ
れ
を
見
て
反
省
す
る
。
荊
氏
は
観
音
に
祈
願
し
て

郷
瑛
は
病
気
が
治
癒
す
る
。

「
争
死
救
捜
」
(
『
救
世
保
元
」
)
(
宣
五
場
)
|
姉
妹
。
臨
謹
県
(
険
西
)
の
白

雲
高
の
後
妻
米
氏
は
先
妻
孫
氏
の
子
玉
壁
が
死
ぬ
と
そ
の
妻
鳴
氏
を
虐
待
す
る

が
、
米
氏
の
子
玉
美
の
妻
高
氏
が
鳴
氏
を
か
ば
う
。
鳴
氏
の
子
が
死
ぬ
と
鴻
氏

は
一
緒
に
い
た
高
氏
を
責
め
ず
に
慰
め
る
。
米
氏
の
甥
為
宝
が
鴻
氏
に
抵
抗
さ

れ
て
死
ぬ
と
、
高
氏
が
代
わ
り
に
刑
に
服
す
る
。
清
官
が
事
件
を
調
査
し
て
真

実
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
二
人
の
嫁
に
双
義
牌
坊
が
下
賜
さ
れ
る
。

「
売
身
救
兄
」
(
『
清
夜
鐘
』
)
(
宣
四
場

)
l兄
弟
。
康
照
七
年
、
貴
州
開
州
の
周

兄
弟
。
兄
之
美
が
誤
っ
て
賊
を
殺
す
。
弟
之
英
が
王
家
に
身
を
売
っ
て
保
釈
金

を
作
る
。
州
官
が
金
を
工
面
し
て
之
英
を
救
う
。

「
尊
兄
撫
姪
」
(
『
宝
蓮
舟
」
)
(
宣
四
場
)
|
兄
弟
。
本
朝
康
照
年
間
、
商
兄
弟
。

商
大
と
そ
の
妻
馬
氏
は
喜
志
田
で
弟
商
二
に
米
を
貸
さ
な
か
っ
た
が
、
商
二
は
商

大
が
賊
に
襲
わ
れ
る
と
商
大
を
救
う
。
馬
氏
は
商
二
の
家
を
買
い
取
っ
た
た
め

賊
に
襲
わ
れ
、
商
大
は
殺
さ
れ
、
馬
氏
は
乞
食
を
す
る
。
商
二
は
商
大
の
子
を

救
い
、
家
を
再
興
す
る
。

「
譲
産
譲
名
」
(
『
洗
心
録
」
)
(
官
一
五
場
)
|
兄
弟
。
昔
漢
明
帝
の
時
、
会
稽
郡
陽

羨
県
の
許
武
は
弟
許
曇
・
許
晋
を
教
育
し
、
御
史
に
就
任
し
て
弟
た
ち
が
出
世

し
て
い
な
い
の
を
見
る
と
、
弟
た
ち
を
結
婚
さ
せ
分
家
さ
せ
る
。
許
武
は
弟
た

ち
に
痩
せ
た
土
地
を
分
け
る
が
弟
た
ち
は
不
満
を
言
わ
ず
、
人
々
は
許
武
を
非

難
し
許
曇
・
許
晋
を
賛
美
し
た
た
め
、
弟
た
ち
は
出
世
す
る
0
4

「
三
理
報
」
(
『
鏡
心
録
』
)
(
宣
二
場
)
|
不
悌
。
重
慶
府
江
津
県
の
梁
友
は
家
族

が
多
く
祖
先
の
田
を
売
っ
て
借
金
を
返
す
と
、
弟
梁
義
は
友
人
劉
才
の
天
理
・

道
理
・
情
理
に
よ
る
諌
め
も
聴
か
ず
梁
友
を
訴
え
た
た
め
、
梁
友
は
獄
死
し
、

梁
義
は
科
挙
に
落
第
し
地
獄
に
堕
ち
る
。

「
二
子
乗
舟
」
5

(

『
名
教
範
囲
』
)
(
官
天
場
)
|
兄
弟
。
春
秋
時
代
、
衛
宣
公
の

子
公
子
朔
は
母
斉
美
を
通
じ
て
長
兄
仮
を
宣
公
に
議
言
し
、
仮
の
母
夷
美
は
総

死
す
る
。
官
一
公
は
朔
と
と
も
に
仮
の
暗
殺
を
謀
る
が
、
朔
の
兄
寿
が
代
わ
り
に

舟
で
行
っ
て
殺
さ
れ
、
仮
も
舟
で
後
を
追
っ
て
殺
さ
れ
る
。
官
一
公
は
左
公
子
洩

と
右
公
子
職
か
ら
寿
の
死
を
聞
い
て
死
に
、
朔
が
王
位
を
継
い
で
恵
公
と
称
す

が
、
洩
・
職
は
大
夫
寧
と
諮
っ
て
仮
の
弟
緊
牟
を
即
位
さ
せ
る
0
6

「
友
愛
全
節
」
(
『
頂
門
針
」
)
(
宣
四
場
)
|
兄
弟
。
扶
風
県
の
史
兄
弟
。
病
死
し

た
三
男
定
綱
に
は
子
が
な
く
、
次
男
定
国
は
次
子
長
寿
を
定
綱
の
妻
徐
氏
の
養

子
と
す
る
。
長
男
定
邦
と
四
男
定
常
が
財
産
ね
ら
い
だ
と
疑
っ
た
た
め
、
徐
氏

は
怒
っ
て
再
婚
し
な
い
と
表
明
し
、
定
常
の
許
嫁
支
氏
が
書
面
で
不
道
徳
な
行

為
を
や
め
る
よ
う
説
得
す
る
。
徐
氏
は
節
烈
無
双
の
扇
額
を
下
賜
さ
れ
、
定
国



は
死
後
に
城
陸
と
な
る
。

「
知
恩
報
思
」
(
『
頂
門
針
』
)
女
案
、
視
娘
如
母
(
宣
六
場
)
|
姉
妹
。
宋
の
屡

忠
臣
は
妻
欧
陽
氏
の
説
得
で
親
孝
行
に
な
る
。
母
が
閏
娘
を
生
ん
で
死
ぬ
と
、

欧
陽
氏
は
閏
娘
に
授
乳
し
、
娘
秀
女
に
は
近
所
の
玉
大
捜
の
乳
を
借
り
る
。
欧

陽
氏
は
事
情
を
秀
女
に
語
る
。
欧
陽
氏
が
病
死
す
る
と
秀
女
が
雷
神
に
祈
願
し
、

欧
陽
氏
は
蘇
生
す
る

0
7

「
葉
三
奇
案
」
(
『
八
宝
舟
』
)
(
宣
三
場
)
|
公
案
。
道
光
二
十
九
年
、
広
安
州

(
四
川
)
の
王
大
才
は
遠
地
に
商
売
に
出
て
帰
り
、
儲
け
た
金
を
付
近
の
黄
塊
樹

に
隠
し
て
商
売
に
失
敗
し
た
と
嘘
を
言
っ
て
妻
の
貞
節
を
試
す
が
、
隠
し
た
金

を
盗
ま
れ
る
。
州
知
事
は
城
陸
に
祈
願
し
て
黄
塊
樹
を
審
問
す
る
と
、
葉
三
枚

が
落
ち
た
の
で
犯
人
を
葉
三
だ
と
推
測
す
る
。

巻
三
(
「
義
」
)

「
棄
家
臆
友
」
(
『
名
教
範
囲
』
)
(
宣
七
場
)
|
友
情
。
唐
開
元
年
間
、
河
北
武
陽

の
呉
保
安
は
西
局
叙
州
の
方
義
尉
と
な
り
、
宰
相
郭
元
振
の
甥
で
副
将
軍
の
郭

仲
朔
の
推
薦
を
得
て
李
蒙
の
部
下
に
採
用
さ
れ
る
。
李
蒙
は
戦
死
し
、
仲
淘
は

捕
虜
と
な
り
、
挑
州
の
保
安
に
救
い
を
求
め
る
。
保
安
は
長
安
に
赴
く
が
元
振

は
死
ん
で
い
た
。
保
安
は
家
産
を
売
っ
て
仲
朔
を
探
し
に
出
る
。
保
安
の
妻
張

氏
は
挑
州
都
督
楊
安
居
の
支
援
で
保
安
を
探
し
出
し
、
仲
刻
を
蹟
わ
せ
る
。
仲

期
は
任
官
し
て
保
安
夫
妻
の
葬
儀
を
行
う
0
8

「
舎
身
全
交
」
(
『
名
教
範
囲
」
)
(
官
一
七
場
)
|
友
情
。
春
秋
時
代
、
左
伯
桃
と

羊
角
哀
は
と
も
に
楚
国
に
任
官
を
求
め
る
が
、
雪
山
で
食
料
が
尽
き
、
角
哀
だ

四

け
が
楚
国
に
向
か
い
、
上
大
夫
蓑
仲
を
介
し
て
元
王
に
謁
見
し
中
大
夫
を
授
か

る
。
角
哀
は
伯
桃
を
弔
い
、
荊
靭
に
襲
わ
れ
る
と
聞
い
て
、
死
ん
で
荊
軒
と
戦

λ
ノ
0
9

「
生
死
全
信
」
(
『
名
教
範
囲
』
)
(
宣
入
場
)
|
友
情
。
漢
、
山
陽
の
沼
式
(
巨

卿
)
と
汝
南
の
張
効
(
元
伯
)
は
都
の
太
学
で
知
り
合
っ
て
交
友
を
深
め
、
沼

式
は
九
月
十
五
日
に
張
劫
を
訪
れ
る
が
、
張
勧
は
別
れ
て
後
、
活
式
を
思
っ
て

病
気
に
な
り
、
魂
塊
が
平
陽
功
曹
の
沼
式
の
も
と
へ
訪
れ
、
九
月
十
五
日
の
葬

儀
に
来
て
ほ
し
い
と
告
げ
る
。
活
式
は
約
束
ど
お
り
葬
儀
に
駆
け
つ
け
る
om

「
見
利
忘
義
」
(
「
清
夜
鐘
』
)
(
宣
五
場
)
|
背
信
。
明
万
暦
年
間
、
孝
感
県
(
湖

北
)
の
劉
尚
賢
は
近
所
の
張
時
明
と
呪
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
道
端
で
黄
金

を
見
つ
け
る
と
、
時
明
は
欲
が
出
て
尚
賢
を
殺
し
て
独
り
占
め
を
謀
る
が
、
尚

賢
も
時
明
の
毒
殺
を
謀
っ
て
お
り
、
二
人
は
同
時
に
死
ん
で
し
ま
う
。

「
忍
口
獲
福
」
(
『
仁
寿
鏡
』
)
(
官
一
四
場
)
|
非
業
。
乾
隆
年
間
、
漸
江
嘉
輿
府
の

李
定
は
言
葉
を
慎
ん
で
人
を
救
っ
て
科
挙
に
合
格
す
る
が
、
同
郷
の
祝
期
生
は

人
を
唆
し
て
不
幸
に
陥
れ
た
た
め
妻
子
を
亡
く
し
、
舌
を
引
き
抜
い
て
惨
死
す

る。「
傷
生
悔
過
」
(
「
中
流
柱
」
)
(
宣
二
場
)
|
殺
生
。
金
堂
県
(
四
川
)
の
郭
思
洪

は
殺
生
を
好
ん
で
竃
君
新
諭
も
聴
か
ず
に
失
明
す
る
が
、
母
が
竃
神
に
祈
っ
て

快
復
し
た
た
め
、
反
省
し
て
殺
生
を
好
む
余
九
江
に
応
報
を
説
い
て
回
心
さ
せ

る。「
風
吹
穀
飛
」
(
『
中
流
柱
』
)
(
官
一
七
場
)
|
苔
音
。
濁
川
巴
西
の
羅
密
は
飢
餓
の

民
衆
に
穀
物
を
恵
ま
ず
、
許
容
の
諌
言
も
聴
か
な
か
っ
た
た
め
、
菩
薩
和
来
孫



が
文
昌
帝
君
に
告
げ
口
、
天
帝
が
羅
密
の
倉
庫
を
壊
し
て
穀
物
を
飢
餓
の
民
衆

に
分
け
与
え
る
。
羅
密
は
恥
じ
て
経
死
す
る
o
ロ

「
仮
無
常
」
(
『
阿
鼻
路
』
)
(
官
天
場

)
l非
業
。
康
照
年
間
、
金
在
銘
は
劉
耀
海

か
ら
借
金
し
、
耀
海
の
子
興
発
が
取
立
に
来
る
が
、
妻
衰
氏
が
借
金
は
な
い
と

偽
る
。
衰
氏
は
耀
海
に
似
た
二
子
金
龍
・
金
鳳
を
出
産
す
る
が
、
金
鳳
は
失
綜

し
、
金
龍
は
哀
氏
に
金
を
返
せ
と
言
っ
て
死
に
、
哀
氏
は
半
身
不
随
に
な
る
。

隣
家
の
雷
裁
縫
子
は
呉
二
爺
(
無
常
)
に
変
装
し
て
金
龍
の
妻
謝
天
香
に
言
い

寄
る
が
、
天
香
も
無
常
に
変
装
し
て
雷
裁
縫
を
気
絶
さ
せ
る
。
天
香
は
自
首
し

て
朱
文
斗
が
捜
焦
氏
を
要
っ
た
裁
判
を
聴
き
、
原
告
の
童
生
銭
鳳
が
金
鳳
だ
と

悟
る
。
官
は
天
香
に
褒
賞
を
授
け
、
銭
鳳
は
金
・
銭
両
家
の
後
継
と
な
る
。

巻
四
(
「
貞
」
)

「
和
順
化
人
」
(
『
覚
世
盤
銘
』
)
(
官
三
場
)
|
和
合
。
開
県
(
四
川
)
の
馬
雪
堂

と
妻
章
氏
は
温
柔
か
っ
孝
順
で
、
親
族
が
反
対
し
て
も
母
の
望
み
ど
お
り
姉
妹

に
多
く
分
け
る
。
同
年
の
黄
立
堂
と
花
氏
は
仲
が
悪
く
、
馬
生
は
「
好
和
歌
」

を
歌
っ
て
聴
か
せ
る
と
、
夫
婦
は
忍
耐
を
知
っ
て
仲
良
く
な
る
。

「
規
賭
全
貞
」
(
『
破
迷
鎖
夜
」
)
(
宣
四
場
)
|
賢
妻
。
本
朝
乾
隆
年
間
、
江
南
宣

城
の
陸
鑑
明
と
妻
焦
氏
は
仲
が
良
か
っ
た
。
鑑
明
が
賭
博
に
狂
い
、
焦
氏
を
戚

二
八
に
売
る
。
焦
氏
は
悲
し
ん
で
経
死
し
、
官
は
焦
氏
を
節
孝
耐
に
祭
り
、
鑑

明
の
指
を
切
り
取
る
。

「
借
狗
勧
夫
」
(
『
破
迷
誠
夜
」
)
(
宣
二
場
)
|
賢
妻
。
昔
、
越
孟
は
孫
銭
二
悪
友

と
親
し
ん
で
弟
越
仲
を
疎
ん
じ
る
。
妻
張
氏
は
越
孟
に
「
仁
義
酒
」
「
親
愛
湯
」

を
勧
め
て
兄
弟
和
睦
を
説
き
、
死
ん
だ
犬
を
死
者
に
仕
立
て
て
殺
人
事
件
を
装

い
、
孫
銭
二
人
を
呼
ぶ
が
、
二
人
は
来
ず
越
仲
が
処
理
す
る
。
孫
銭
は
官
に
密

告
す
る
が
、
張
氏
が
事
実
を
明
か
し
、
張
氏
は
表
彰
さ
れ
、
孫
銭
は
処
罰
さ
れ

る
o
u

「
脆
門
受
諾
」
(
『
勧
世
新
編
』
)
(
官
一
六
場

)
l愚
妻
。
安
岳
県
(
四
川
)
の
郭
文

挙
の
妻
は
愚
昧
で
分
家
を
主
張
し
、
果
て
は
泣
き
叫
ぶ
嬰
児
を
尿
桶
に
入
れ
て

殺
し
た
た
め
、
竃
神
に
打
た
れ
る
。
宣
講
生
支
子
謙
の
勧
め
で
竃
神
の
前
で
機

悔
し
、
竃
神
に
打
ち
殺
さ
れ
る
。

「
賢
妾
撫
子
」
(
『
廻
生
舟
」
)
(
宣
四
場
)
|
賢
妾
。
明
洪
武
年
間
、
懐
遠
県
(
四

川
)
の
花
雲
の
妻
都
氏
は
花
雲
に
妾
孫
氏
を
安
ら
せ
、
花
嬉
が
生
ま
れ
る
。
花

雲
は
陳
友
諒
と
戦
っ
て
戦
死
し
、
部
氏
は
花
嬉
を
孫
氏
に
托
し
て
自
害
す
る
。

孫
氏
は
花
嬉
を
抱
い
て
葦
の
茂
み
に
隠
れ
、
鬼
神
に
明
太
祖
の
も
と
に
送
ら
れ

る。「
断
機
教
子
」
(
「
廻
生
舟
』
)
(
官
一
四
場
)
|
賢
母
。
昔
、
商
林
が
許
嫁
の
秦
雪
梅

を
見
て
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
侍
女
媛
玉
に
よ
っ
て
「
充
喜
」
を
行
う
が
、
露

見
し
て
商
林
は
死
ぬ
。
雪
梅
は
喪
に
服
し
て
媛
玉
が
生
ん
だ
商
轄
を
育
て
る
が
、

母
と
認
め
な
い
の
で
織
布
を
裂
く
と
轄
児
は
雪
梅
に
わ
び
て
勉
学
に
励
む
。

「
矢
志
守
貞
」
(
『
名
教
範
囲
』
)
(
官
一
五
場

)
i貞
女
。
本
朝
、
富
平
県
(
険
西
)

の
醇
秀
英
は
謝
有
義
と
婚
約
し
た
が
、
康
照
の
飢
僅
に
謝
家
は
移
住
し
た
た
め
、

祖
父
は
秀
英
を
焚
武
に
売
ろ
う
と
す
る
が
、
楊
県
令
が
秀
英
を
保
護
し
、
有
義

と
の
結
婚
を
仲
介
す
る

「
白
猿
献
菓
」
(
『
名
教
範
囲
』
)
(
宣
四
場
)
|
貞
女
。
本
朝
康
照
年
問
、
桐
梓五



県
(
四
川
)

の
李
環
の
妻
屠
氏
は
李
環
が
死
ぬ
と
家
産
を
売
っ
て
葬
儀
を
行
つ

て
遺
子
光
祖
を
養
う
。
呉
三
桂
の
乱
に
遭
う
が
白
猿
が
果
物
を
運
ん
で
飢
餓
を

乗
り
越
え
、
県
令
が
保
護
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

「
紅
蛇
纏
身
」
(
「
破
迷
銭
夜
』
)
(
官
一
四
場
)
|
愚
妻
。
昔
陽
県
(
山
西
)
の
陳
一

清
の
妻
許
氏
は
女
児
を
三
人
溺
死
さ
せ
、
宣
講
生
の
忠
告
も
聴
か
ず
、
殺
さ
れ

た
嬰
児
が
紅
蛇
と
な
っ
て
身
に
纏
わ
り
内
蔵
を
食
い
尽
く
す
。

「
械
妊
奪
紀
」
(
『
遵
諭
集
成
』
)
(
宣
四
場

)
l愚
妻
。
西
安
府
(
険
西
)
の
司
徳

林
の
妻
林
氏
は
神
霊
を
信
じ
ず
強
弁
を
得
意
と
し
、
竃
を
汚
し
た
た
め
、
歯
が

抜
け
落
ち
、
寿
命
を
削
ら
れ
地
獄
で
舌
を
抜
か
れ
る
。

「
仮
斎
婆
」
(
『
救
世
編
』
)
(
宣
三
場
)
|
悪
女
。
順
慶
府
広
安
州
(
四
川
)

余
氏
は
夫
の
死
後
、
二
子
楊
逢
春
・
逢
時
を
育
て
た
。
隣
家
の
朱
氏
は
「
仮
斎

娘
」
と
縛
名
さ
れ
る
悪
女
で
あ
り
、
竃
で
蟻
を
焼
き
殺
し
、
鰍
魚
・
黄
鰭
を
食

べ
、
嫁
を
罵
っ
た
た
め
、
七
穴
か
ら
血
を
流
し
て
死
ぬ
。

以
上
の
よ
う
に
各
巻
の
案
証
は
一
部
分
を
除
い
て
お
お
む
ね
「
孝
」
(
親
子
愛
)
、

「
悌
」
(
兄
弟
愛
)
、
「
義
」
(
友
情
)
、
「
貞
」
(
夫
婦
愛
)
に
分
類
し
て
収
録
さ
れ
て

お
り
、
主
題
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

案
証
の
改
編

さ
ら
に
本
書
で
は
新
し
い
案
証
を
提
供
す
る
た
め
に
、
先
行
す
る
案
証
を
そ
の

ま
ま
掲
載
す
る
の
で
は
な
く
改
編
し
て
掲
載
し
た
と
思
わ
れ
る
。

__L. 

ノ、

巻「
積
米
奉
親
」
は
「
安
安
送
米
」
説
話
を
述
べ
る
。
「
宝
蓮
舟
」
に
取
材
す
る
と

い
う
が
、
『
宝
蓮
舟
』
は
現
存
し
な
い
た
め
、
「
官
一
講
集
要
』
巻
十
「
積
米
奉
親
」

と
比
較
す
る
と
、
人
名
を
す
べ
て
変
え
て
新
し
い
話
と
し
て
い
る
。
『
官
一
講
集
要
」

の
記
述
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
り
、
後
世
の
「
安
安
送
米
」
説
話
も
こ
れ
を
踏
襲

し
て
い
る
o

M

西
漢
、
四
川
徳
陽
県
の
美
、
又
進
は
善
行
に
努
め
て
子
詩
を
授
か
り
、
嫁
展
三

の

春
を
迎
、
ぇ
、
孫
安
安
を
儲
け
る
。
三
春
は
姑
陳
氏
の
病
気
快
復
を
祈
る
が
、

叔
母
出
叩
姑
が
場
明
言
に
よ
っ
て
陳
氏
は
況
証
と
疑
い
、
美
詩
に
三
春
を
離
縁
さ

せ
る

o
z
一
春
は
白
雲
庵
に
住
み
、
安
安
が
米
を
送
る
。
後
に
父
子
は
高
官
に

就
任
し
、
布
姑
は
絞
殺
さ
れ
る
。

「
臥
氷
求
魚
」
は
王
祥
説
話
で
、
『
勧
世
編
』
に
取
材
す
る
と
い
う
が
、
『
勧
世

編
』
は
現
存
せ
ず
、
『
宣
講
集
要
」
巻

「
王
祥
臥
氷
」
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ
で

は
弟
王
覧
が
主
人
公
で
あ
り
、
王
覧
が
王
祥
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
母
を
諌
め
る

場
面
を
主
と
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
案
証
で
は
王
祥
を
主
人
公
と
し
て
、
主

と
し
て
お
り
、
主
と
し
て
王
祥
が
継
母
の
た
め
に
孝
を
尽
く
す
場
面
を
述
べ
て
い

る。
「
楊
一
突
墳
」
は
『
覚
世
盤
銘
」
に
取
材
す
る
と
い
う
が
、
『
覚
世
盤
銘
」
は
現

存
せ
ず
、
同
じ
内
容
の
『
宣
講
集
要
』
巻
一

「
楊
一
突
墳
」
と
比
較
す
る
と
、
こ



の
案
証
で
は
末
尾
に
「
切
莫
説
、
尽
孝
要
発
財
人
才
可
、
殊
不
知
家
貧
才
顕
孝
子
、

莫
譲
前
人
独
為
可
也
。
」
(
孝
を
尽
く
す
の
は
金
持
ち
だ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
、

貧
家
の
孝
子
こ
そ
優
れ
て
お
り
、
先
人
の
特
許
で
は
な
い
の
で
あ
る
)
と
い
う
評

語
を
加
え
て
主
旨
を
明
示
し
て
い
る
点
が
新
し
い
。

「
孝
虎
嗣
」
も
取
材
源
の
『
覚
世
盤
銘
』
が
現
存
し
な
い
た
め
、
『
官
一
講
集
要
』
巻

二
「
孝
虎
嗣
」
と
比
較
す
る
と
、
虎
を
管
轄
す
る
神
を
『
宣
講
集
要
」

で
は
「
城

陸
」
と
す
る
が
、
『
官
一
講
葉
編
」
で
は
「
山
王
」
に
変
え
て
実
態
に
即
し
た
叙
述
を

行
っ
て
い
る
。

休
想
、
這
虎
乃
毛
験
吃
人
之
物
、
就
是
猟
夫
・
打
虎
也
伯
反
猟
、
問
卦
A
F、猟

神
o

今
休
被
鬼
摸
了
脳
革
、
領
着
這
張
票
子

何
掌
穫
。
:
:
:
開
城
外
有
一

山
王
菩
薩
、
甚
走
霊
験
。
(
虎
は
人
を
食
う
野
獣
で
猟
師
が
虎
を
撃
つ
時
も

反
撃
を
食
う
の
を
恐
れ
て
狩
猟
の
神
に
占
う
の
に
、
、
亡
霊
に
頭
を
捺
で
ら

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
逮
捕
状
を
持
っ
て
ど
う
や
っ
て
捕
獲
で
き
る
だ
ろ

ぅ
。
:
:
:
城
外
に
山
王
菩
薩
が
あ
っ
て
霊
験
が
あ
る
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
。

ま
た
末
尾
に
「
此
虎
為
甚
於
伊
之
子
有
菟
、
於
越
老
却
又
如
此
。
」
(
こ
の
虎
は

越
子
に
恨
み
が
あ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
越
老
に
は
こ
の
よ
う
に
世
話
を
し
た
の

か
)
と
い
う
評
語
を
加
え
て
虎
の
孝
心
を
称
揚
し
て
い
る
。

「
慈
孝
堂
」
は
「
救
世
保
元
』
に
取
材
し
た
と
い
う
が
、
『
救
世
保
元
」
は
現
存
せ

ず
、
『
宣
講
集
要
』
巻
四
「
斉
婦
含
菟
」
は
「
漢
書
』
「
子
定
国
伝
」
に
基
づ
い
て

い
て
違
う
内
容
で
あ
り
、
『
宣
講
葉
編
』
は
元
関
漢
卿
『
感
天
動
地
賓
蛾
菟
」
雑
劇

を
原
典
と
し
て
本
案
証
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
本
案
証
で
は
賓
蛾
が
処
刑
さ
れ

ず
賛
成
文
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

に
改
め
て
い
る
。

「
点
滴
旧
案
」
の
取
材
源
『
廻
生
舟
』
は
現
存
し
な
い
。
『
官
一
講
集
要
」
巻
三
「
文

玉
現
報
」
と
冒
頭
か
ら
文
字
は
一
致
す
る
が
目
、
こ
の
案
証
で
は
、
「
宣
講
集
要
』

の
不
明
瞭
な
表
現
を
具
体
的
な
表
現
に
変
え
た
り
(1.

3 

5 

6 

円

i

2 

8
.
9
)
、
西
南
官
話
を
用
い
た
り

(7.
8 

9
.
m
)
、
末
尾
に
評
語
を
述
べ

た
り
し
て
(
叩
)
、
内
容
を
一
新
し
て
い
る
。

(
『
宣
講
葉
編
』
/
「
宣
講
集
要
」
)

1
・
件
送
還
生
件
逆
児
。
其
言
不
虚
、
未
有
無
報
、
戸
川
的
。
/
作
送
還
生
件
逆

2
・
我
除
除
冷
板
模
陪
他
一
津
。
/
我
惨
降
タ
冷
板
発
陪
他
一
陣
。

3
・
婆
婆
説
一
升
米
礼
物
太
軽

o
/婆
婆
説
去
送
礼
礼
物
太
軽
。

4
・
休
把
噴
抗
一
下
婆
不
敢
九
。
/
休
把
骨
院
ト
片
掲
就
不
肯
。

5
・
未
看
見
我
愛

来
建
噌
月
勤
。
休
一
生
徒
人
敬
再
不
敬
人
。
/
×

6
・
是
除
除
茶
舘
去
盛
頭
遂
情
。
/
ま
は
伊
タ
茶
舘
去
建
頭
進
情
。

7
・
那
一
回
詩
封
巾
エ
去
防
陣
隆
凶
。
/
那
一
回
詩
帯
エ
去
仇
陣
除
。

8
・
休
オ
把
肉
傾
闘
技
進
・
身
門
。
/
休
オ
把
肉
峰
峰
捉
進
、
身
門
。

9
・
那
一
田
地
時
河
口
的
門
外
使
位
。
/
那
一
四
時
津
的
門
外
使
位
。

上
、
人
看
那
上
一
輩
A

A

F、
父
母
前
応
様
什
為
、
下
輩

一
定

云
、
不
信
但
看
答
前
水
、
点
差
旧
案
不
差
移
。

凶
:
:
:
/
×

七



「
政
断
手
」
は
『
勧
世
編
』
に
取
材
し
た
と
い
う
が
、
『
勧
世
編
」
は
現
存
し
な

い
。
こ
の
案
証
は
「
宣
講
集
要
』
巻
三
「
神
謎
敗
子
」
と
も
冒
頭
か
ら
文
字
が
一

致
す
る
が
ゆ
、
末
尾
に
評
語
を
付
け
て
主
題
を
明
ら
か
に
す
る
点
が
異
な
る
。

造
後
年
余
、
顕
化
人
亦
多
、
其
手
漸
至
不
痛
。
後
改
邪
帰
正
、
え
尽
孝
道
。

後
又
遵
従
宣
講
以
身
勧
人
。
其
人
如
来
然
、
身
不
怠
、
自
必
転
禍
成
祥
0

・・・

「
道
諭
明
日
」
は
「
遵
諭
集
成
』
に
取
材
す
る
と
い
う
が
、
『
遵
諭
集
成
」
は
現

存
せ
ず
、
『
宣
講
集
要
」
巻
七
「
聴
諭
明
日
」
と
比
較
す
れ
ば
、
表
現
を
加
え
て
わ

か
り
や
す
く
し
た
り

(
1
)
、
方
言
を
用
い
た
表
現
に
よ
っ
て
親
し
み
ゃ
す
く
し

た
り

(2.

3
)
、
宣
詞
に
台
詞
を
挿
入
し
て
ド
ラ
マ
風
に
組
み
立
て
た
り
し
て

(
4
)
、
新
し
さ
を
出
し
て
い
る
。

1
・
人
中
年
又
オ
妻
妻
、
一
半

。
/
人
中
年
又
オ
奏
妻
。

2
・
万
氏
不
許
他
去
、
時
他

叫
ロ

m
o
/
万
氏
不
許
他
去
。

3
・
我
不
暁
得
怖
問
J
瞳
刷
n
休
了
。
/
我
不
暁
得
那
十
撞
到
休
了
。

4
・
婦
女
原
要
敬
夫
君
。
休
説
ロ
ハ
有
男
子
敬
垂

/ 

婦
女
原
要
敬
夫
君
。

巻「
厚
族
獲
報
」
は
「
一
声
雷
』
に
取
材
す
る
と
い
う
が
、
『
一
声
雷
」
は
現
存
し

な
い
。
そ
こ
で
同
じ
内
容
の
『
宣
講
集
要
』
巻
八
「
創
立
義
国
」
と
比
較
す
る
と
、

人

大
き
く
表
現
を
変
え
て
お
り
、
叙
述
を
補
充
し
た
り

(1.

3 

5
.
6
)
、

2 

語
り
を
歌
唱
に
変
え
て
主
人
公
の
意
志
を
強
く
表
現
し
た
り

(
3
)
、
別
の
案
証
を

加
え
て
主
題
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
り
し
て
い
る

(
7
)
。

1
・
而
千
古
愛
祖
宗
、

、
即
走
千
古
愛
子
季
、

。
/
×

2
・
今
且
説
一
個
極
愛
宗
族
、
肯
吃
大

聴
我
説
一
個
極
愛
、
宗
族
的
。

3 

与
革
児
・
切
莫
那
講
。
今
日
裡
知
聴
・
我
詳
説
的
端
。
想
花

。
夫
君
雄
是
一

至リ

広
州
有
・
小

同
観
。

/
・
我
何
・
如
今
主
愁
衣
食
住
居
。
但
我
花
氏
宗
族
甚
多
、
在
・
我
雑
有
親
・
疎
、

在
、
宗
族
看
来
、
均
走
一
室
子
孫
0

・
我
二
十
年
来
立
願
賑
済
、
而
A
7
主
可
自

W
U向
車

問

V

。

m
E
U川

H
v

，

4
・
・
我
若
走
独
一
人
自
居
盈
満
。
也
不
管
族
中

渓
付
足
時
算
。
身
死
後
見
、
祖
宗
有
何
面
顔
。
急
肥
乙
緩
肥

し
但
宗
看
淡
。

笠
解

t
懸
。
薄
宗
族
壊
根
本
天
怒
人
怨
。
休
子
孫
縦
享
受

皇
天
。
初

嘆
隊
ト
民
委
安
排
家
産
。
回
-
蘇
州
先
塘
族
広
宣
義
田
。
/
我
若
走
独
一
人

自
居
盈
満
。
身
死
後
見
祖
宗
有
何
面
顔
。
従
今
後
且
莫
忙
安
排
家
屋
。
回

蘇
州
先
謄
族
広
宣
義
田
。

5
・
他

買
義
田
、
薄
宣
私

ロム
】

大

前
那

困
苦

o
:
:
:
/
休
看
他
従



前
那

困
苦
。
:
:
:

6
-
P
見
有
少
決
欠
食
者
、
即
与
一
件
、
衣
、
防
幾
升
末
、
或
佃
点
田
地
与
他

耕
種
、
収
楳
不
見
尽
、
或
借
点
銭
与
他
作
生
理
、
不
言
利
息
。
除
暗
脚
い
に

l

、

防
措
扶
hRい
:
:
:
/
休
但
従
仁
孝
上
立
心
、
上
天
爺
都
走
不
負
体
的
寸
。

7
・
又
有
明
季
劉
子
平
。
毎
逢
節
気
、
必
治
湯
餅
送
会
。
族
人
有
不
至
者
、

再
三
召
之
、
不
使
情
隔
。
:
:
:
此
均
謂
之
善
が
、
睦
族
人
。
総
要

担
、
ロ
ポ
'
仁
・

孝
上
設
想
、
上
天
未
有
不
黙
護
者
失
。
/
明
朝
冷
州
副
梼
郵
成
美
、
念
年

歳
豊
款
不
常
、
白
乙
無
力
救
荒
、
約
族
人
商
議
、
興
一
個
周
利
倉
。
:
:
:

総
要
従
'P
孝
上
立
心
境
好
。

「
友
愛
全
節
」
の
取
材
源
は
『
頂
門
針
』
だ
と
い
う
が
、
「
頂
門
針
』
は
現
存
せ

ず
、
『
宣
講
集
要
」
巻
四
「
友
愛
全
節
」
と
比
較
す
る
と
、
遺
言
を
記
し
て
死
者
の

遺
志
を
表
明
し
た
り

(
l
)
、
妻
の
悲
哀
の
言
葉
を
記
し
て
夫
へ
の
愛
情
を
表
明
し

た
り

(
2
)
、
結
語
を
記
し
て
案
証
形
式
を
表
明
し
た
り
し
て
い
る

(
3
)
。

1
・
ャ
説
定
綱
、
日
日

不
品
川
、

尊
一
声
弟
与
九
知
ー
鴨

我
言
。
:
:
:
/
三
弟
名
叫
史
定
綱
、
早
死
無
子
。
其
妻
徐
氏
、
苦
志
守
節
。

2 
/ 
× 

3
・
従
此
看
、
女
当
以
徐
氏
為
効
、
男
当
以
定
国
為
法
、
定
邦
・
定
常
為
戒
。

/ 
× 

巻
四
「
夫
妻
」

「
和
順
化
人
」
は
『
覚
世
盤
銘
』
に
取
材
す
る
と
い
う
が
、
前
述
の
よ
う
に
『
覚

世
盤
銘
』
は
現
存
せ
ず
、
『
宣
講
集
要
』
巻
七
「
夫
婦
孝
和
」
と
比
較
す
る
と
、
馬

雪
堂
夫
妻
の
孝
行
を
具
体
的
に
表
明
し
た
り

(1.

2
)
、
世
間
の
不
孝
を
具
体

的
に
述
べ
た
り

(
3
)
、
わ
か
ら
な
け
れ
ば
何
度
も
勧
善
歌
を
聴
か
せ
た
り
す
る

(
4
)
。1

・
其
父
母
性
偽
悪
其
所
為
、
而
馬
生
夫
帯

敬
重
、
孝
行
甚
多
、

即
一
二
件
言
、

。
毎
日
平
起
、
馬
生
夫
婦
必
問
安
。
/
毎
日
平
起
、
馬
生

夫
婦
必
問
父
母
之
、
安
。

2
・
其
答
応
之
声
、
低
声
下
気
、
験
上
一
泳
和
悦
顔
色
、
従
未
高
声
大
気
、
黒

過
鼻
脂

走
和
気
、
答
応
之
時
、
甚
有
愉
色
。
雄
官
疋
小
小
儀
節
不
足
掛
歯
、
:
・

3
・
少
項
、
想
巳

情
、
嘆
気
一
声
。
:
:
:
先
時
我
嘆
気
者
、
因
見
我

這

様
賢
孝
、
不

崎
川
透
漏
銭
-
物
、
与
ー
婆
婆
角
草
。

2
4
4
2

・リ
1

・

hn
ぃ至

o ノ、

知

自
己
的
罪
悪
。
付
其
這
時
患
量
、
不
覚
望
丸
ヰ
。

/
地
、
万
上
多
少
因
婆
婆
典
、
女
、
自
己
不
服
、
遂
f

向
婆
地
参
商
。

.. 

4
・
馬
生
詠
罷
此
歌
、
来
一
小

再
合
一
到
。
:
:
:
/
馬
生
詠
罷
此
歌
、
並
抄
写
一
張
。
:

九



「
規
賭
全
貞
」
は
「
破
迷
銭
夜
』
が
取
材
源
だ
と
い
う
が
、
『
破
迷
銭
夜
」
は
現

存
せ
ず
、
『
宣
講
集
要
』
巻
十
二
「
焦
氏
殉
節
」
と
比
較
す
る
と
、
案
証
の
発
生

時
期
を
明
記
し
た
り

(
l
)
、
妻
が
賭
博
を
諌
め
る
言
葉
を
歌
詞
で
表
現
し
た
り

(
2
)
、
夫
が
妻
を
ご
ま
か
し
て
賭
博
を
や
め
よ
う
と
し
な
い
心
情
を
表
現
し
た
り

(
3
)
、
新
た
に
悪
人
が
妻
の
姦
淫
を
謀
る
場
面
を
設
定
し
た
り

(
4
)
、
妻
が
姑
に

苦
哀
を
訴
え
る
場
面
を
設
定
し
た
り

(
5
)
、
夫
が
心
か
ら
後
悔
す
る
場
面
を
設
定

し
た
り

(
6
)
、
末
尾
に
案
証
に
特
有
の
「
こ
の
案
か
ら
見
る
と
」
に
始
ま
る
評
語

を
置
い
た
り
し
て

(
7
)
、
新
し
さ
を
出
し
て
い
る
。

1
・
本
朝
乾
隆
年
問
、
江
南
宣
城
県
、
有
一
秀
士
、
姓
陸
名
鑑
明
。
/
本
朝
、

宰
国
府
官
一
城
県
黄
池
鎮
、
有
一
隆
生
名
鑑
銘
。

2
・
焦
氏
復
脆
夫
前
、
遂
流
泊
道
、

夫
君
息
山
崎
聴

様
。
:
:
:
/
×

言司

的
賭
張
、
未
能
除
清
、
ロ
ハ
要
最
来
、

出
版
関
消
了
。
/
×

4
・
忽
一
日
、
有
劣
昆
戚
二
八
、
見
陸
焦
氏

t
y
t

、.

/ 
× 

5
・
喚
、
婆
婆
。

話
講
。
低
下
頭
不
由
奴
心
ロ
相

商
。
:
:
:
/
×

明
背
了
時
自
悔
不
転
。

/ 
× 

7
・
従
者
案
看
来
、
若
論
士
農
工
商
均
当
各
立
品
行
、
:
:
:
人
孟
馨
之
。
/

今
之
好
賭
者
、
孟
観
之
。

。

「
脆
門
受
諾
」
の
取
材
源
は
『
勧
世
新
編
』
だ
と
い
う
が
、
『
勧
世
新
編
』
は
現

存
せ
ず
、
君
旦
講
集
要
』
巻
七
「
悪
婦
受
講
」
と
比
較
す
る
と
、
西
南
官
話
を
多
く

用
い
て
聴
衆
が
聞
き
や
す
く
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

悔
不
該
那
一
回
・
喚
休
的
婿
。
休
光
喚
我
的
婦
、
.
我
的
先
人
都

休
明
転
了
。

/
悔
不
該
那
一
回
連
休
的
嫡
。
休
光
喚
・
我
的
婿
、
我
的
先
人
都
被
体
何
喚

マJ
o

「
断
機
教
子
」
の
取
材
源
は
「
廻
生
舟
』
だ
と
い
う
が
、
前
述
の
よ
う
に
『
廻
生

舟
』
は
現
存
し
な
い
。
『
宣
講
集
要
」
巻
四
「
断
機
教
子
」
と
比
較
す
る
と
、
秦
雪

梅
が
亡
き
許
嫁
を
弔
問
す
る
場
面
を
設
定
し
た
り

(
1
)
、
商
轄
が
雪
梅
に
反
抗
し

た
こ
と
を
わ
び
る
場
面
を
設
定
し
た
り

(
2
)
、
西
南
官
話
を
使
用
し
た
り

(
3
)
、

雪
梅
と
商
轄
の
会
話
を
設
定
し
た
り

(
4
)
、
世
間
の
親
が
子
を
甘
や
か
し
て
だ
め

に
す
る
こ
と
を
説
く
場
面
を
設
定
し
た
り
し
て

(
5
)
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
案
証

に
し
て
い
る
。

1
・
一
進
商
門
、
見
丈
夫
設
有
霊

E
、
遂
擬
設
祭
礼
、
耐
え
泣
弔
以
情
司
、
「
鳴

呼
、
犬
、
郎
。
}
官
|
下
妻
子

懐
涼
0

・・・

/ 
× 

2
・
民
走
絡

手
祖
父

之
命
、
:
:
:
向
母

面
前
、
泣
沸
詩
罪
司
、

得
商
老
夫
婦
、
崎
支
不

止
、
:
:
:
教
訓
路

一
番
。



3
・
日
夜
的
将
矯

般
勤
捺
引
。
/
日
夜
的
将
矯
児
殺
勤
捺
養
。

4
・
断
了
機
四
秦
府
不
把
児
訓
。
[
児

F
o
者
我
一
心

此
。
不
管
休
的
走

府
不
把
児
一
刻
。

5
・
究

、
生
柏
崎
山
苦
了
。
至
若

四

小
説
と
戯
曲

本
書
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
先
行
す
る
小
説
や
戯

曲
を
借
り
て
物
語
性
の
あ
る
案
証
を
創
作
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
案
証
で

あ
る
。巻「

慈
孝
堂
」
|
元
関
漢
卿
『
感
天
動
地
賓
蛾
菟
」
雑
劇
。
『
富
買
蛾
菟
』
で
は
、
賓

蛾
が
処
刑
さ
れ
る
際
に
菟
罪
で
あ
る
こ
と
を
天
地
が
証
明
し
、
十
六
後
に
そ
の
亡

霊
が
両
准
提
刑
粛
正
廉
訪
使
と
し
て
赴
任
し
た
父
の
賓
天
章
の
前
に
菟
罪
を
訴
え

る
が
、
こ
の
案
証
で
は
賓
蛾
が
処
刑
さ
れ
る
前
に
菟
罪
が
は
ら
さ
れ
る
と
い
う
ス

ト
l
リ
l
に
書
き
換
え
て
勧
善
懲
悪
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

巻「
棄
家
購
友
」
|
『
古
今
小
説
」
巻
八
「
呉
保
安
棄
家
購
友
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
あ
る
。

「
舎
身
全
交
」
|
『
古
今
小
説
」
巻
七
「
羊
角
哀
捨
命
全
交
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
あ
る
。

「
生
死
全
信
」
|
『
古
今
小
説
』
巻
十
六
「
氾
巨
卿
鶏
黍
死
生
交
」
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
あ
る
。

児

巻
四

「
借
狗
勧
夫
」
|
元
『
楊
氏
女
殺
狗
勧
夫
』
雑
劇
と
内
容
は
似
て
い
る
が
、
人
名

を
変
え
て
お
り
、
『
殺
狗
勧
夫
』
雑
劇
で
は
、
孫
栄
の
妻
楊
氏
が
孫
栄
に
弟
孫
華
と

の
仲
を
修
復
さ
せ
る
た
め
、
犬
の
死
骸
を
用
い
て
柳
隆
卿
・
胡
子
転
の
虚
偽
を
暴

き
、
開
封
府
予
の
王
篠
然
が
裁
判
で
柳
・
胡
を
処
罰
す
る
。

五

結
論

『
官
一
講
葉
編
」

の
編
集
に
つ
い
て
は
序
文
も
な
い
こ
と
か
ら
手
が
か
り
が
な
く
、

内
容
を
分
析
す
る
ほ
か
な
い
。
ま
ず
各
巻
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
各
巻
は
そ
れ

ぞ
れ
孝
・
悌
・
義
・
貞
の
四
テ

l
マ
で
意
図
的
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宣

講
人
が
宣
講
を
行
う
時
に
ど
こ
か
ら
選
べ
ば
よ
い
か
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
で

あ
ろ
う
。
も
と
も
と
宣
講
書
は
「
聖
諭
六
訓
」
や
「
聖
諭
十
六
条
」
に
よ
っ
て
分

類
し
て
案
証
を
収
録
し
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
孝
悌
義
貞
の
テ

l
マ
が
多
く
な

り
、
次
第
に
そ
う
し
た
テ

l
マ
の
案
証
に
偏
重
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
案
証
に
は
取
材
源
が
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
現

存
せ
ず
、
取
材
源
の
テ
キ
ス
ト
と
内
容
の
比
較
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
比

較
的
早
期
に
編
輯
さ
れ
た
『
宣
講
集
要
」
と
の
比
較
は
可
能
で
あ
り
、
比
較
を
行



う
と
、
『
宣
講
葉
編
』
収
録
の
案
証
は
、
総
じ
て
表
現
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
お

り
、
西
南
官
話
を
用
い
て
地
元
の
者
が
聞
き
取
り
ゃ
す
く
し
た
り
、
宣
詞
を
用
い

て
人
物
の
心
情
を
強
く
表
現
し
た
り
、
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
を
改
編
し
て
ス
ト

l

リ
ー
を
構
築
し
た
り
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
種
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
分
析
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
で
は
こ
れ
を
考
察
し
た
。

注l 

早
稲
田
大
撃
風
陵
文
庫
蔵
。

2 

『
正
白
書
』
王
祥
・
弟
覧
伝
に
、
「
祥
性
至
孝
。
早
喪
親
、
継
母
朱
氏
不
慈
、
敷

譜
之
、
由
是
失
愛
於
父
。
毎
使
掃
除
牛
下
、
祥
愈
恭
謹
。
父
母
有
疾
、
衣
不

解
帯
、
湯
薬
必
親
嘗
。
母
常
欲
生
魚
時
、
天
寒
泳
凍
、
祥
解
衣
将
剖
泳
求
之
、

泳
忽
自
解
、
讐
鯉
躍
出
、
持
之
而
蹄
。
母
又
思
黄
雀
炎
、
復
有
黄
雀
数
十
飛

入
其
帳
、
復
以
供
母
。
郷
里
驚
歎
、
以
為
孝
感
所
致
罵
。
有
丹
奈
結
賓
、
母

命
守
之
、
毎
風
雨
、
祥
瓶
抱
樹
而
泣
。
其
篤
孝
純
至
如
此
。
」
「
覧
字
玄
通
。

母
朱
、
遇
祥
無
道
。
覧
年
数
歳
、
見
祥
被
楚
援
、
親
沸
泣
抱
持
。
至
子
成
童
、

毎
諌
其
母
、
其
母
少
止
凶
虐
。
朱
屡
以
非
理
使
祥
、
賢
純
血
ハ
祥
倶
。
又
虐
使

祥
妻
、
覧
妻
亦
趨
而
共
之
。
朱
患
之
、
乃
止
。
祥
喪
父
之
後
、
漸
有
時
血
管
。

朱
深
疾
之
、
密
使
耽
祥
。
覧
知
之
、
径
起
取
酒
。
祥
疑
其
有
毒
、
争
而
不
輿
。

朱
逮
奪
反
之
。
自
後
朱
賜
祥
僕
、
覧
報
先
嘗
。
朱
健
覧
致
発
、
遂
止
。
」

3 

原
典
は
元
関
漢
卿
「
感
天
動
地
賓
蛾
菟
」
雑
劇
。

4 

『
後
漢
書
』
巻
七
十
六
「
許
荊
伝
」
に
、
「
許
荊
、
字
少
張
、
会
稽
陽
羨
人
也
。

祖
父
武
、
太
守
第
五
倫
挙
為
孝
廉
。
武
以
二
弟
曇
、
普
未
顕
、
欲
令
成
名
、

乃
請
之
日
、
礼
有
分
異
之
義
、
家
有
別
居
之
道
。
於
是
共
割
財
産
以
為
三
分
、

武
自
取
肥
田
広
宅
奴
稗
強
者
、
二
弟
所
得
併
悉
劣
少
。
郷
人
皆
称
弟
克
譲
而

都
武
貧
禁
、
曇
等
以
此
併
得
選
挙
。
武
乃
会
宗
親
、
泣
日
、
五
口
為
兄
不
肖
、

盗
声
窃
位
、
二
弟
年
長
、
未
珠
栄
禄
、
所
以
求
得
分
財
、
自
取
大
議
。
今
理

産
所
増
、
三
倍
於
前
、
悉
以
推
二
弟
、

一
無
所
留
。
於
是
郡
中
翁
然
、
遠
近

称
之
。
位
至
長
楽
少
府
。
」
明
病
夢
竜
「
醒
世
恒
言
」
巻
二
「
三
孝
廉
譲
産
立

高
名
」
。

5 

『
毛
詩
』
榔
風
「
二
子
乗
舟
」
に
、
「
二
子
。
乗
舟
思
仮
寿
也
。
衛
宣
公
之
二

子
。
争
相
為
死
。
国
人
傷
而
思
之
。
作
是
詩
也
。
」

6 

『
史
記
』
巻
三
十
七
「
衛
康
叔
世
家
」
に
、
「
十
八
年
、
初
、
宣
公
愛
夫
人
夷

妻
、
夷
美
生
子
仮
、
以
為
太
子
、
而
令
右
公
子
停
之
。
右
公
子
為
太
子
取
斉

女
、
未
入
室
、
而
宣
公
見
所
欲
為
太
子
婦
者
好
、
説
而
白
取
之
、
更
為
太
子

取
他
女
。
宣
公
得
斉
女
、
生
子
寿
、
子
朔
、
令
左
公
子
停
之
。
太
子
仮
母
死
、

宣
公
正
夫
人
与
朔
共
議
悪
太
子
仮
。
官
一
公
自
以
其
奪
太
子
妻
也
、
心
悪
太
子
、

欲
廃
之
。
及
聞
其
悪
、
大
怒
、
乃
使
太
子
仮
於
斉
而
令
盗
遮
界
上
殺
之
与
太

子
白
施
、
而
告
界
盗
見
持
白
旋
者
殺
之
。
且
行
、
子
朔
之
兄
寿
、
太
子
異
母

弟
也
、
知
朔
之
悪
太
子
而
君
欲
殺
之
、
乃
謂
太
子
日
、
界
盗
見
太
子
日
施
、

即
殺
太
子
、
太
子
可
母
行
。
太
子
日
、
逆
父
命
求
生
、
不
可
。
遂
行
。
寿
見

太
子
不
止
、
乃
盗
其
白
旋
而
先
馳
至
界
。
界
盗
見
其
験
、
即
殺
之
。
寿
己
死
、

而
太
子
仮
又
至
、
謂
盗
日
一
所
当
殺
乃
我
也
。
盗
併
殺
太
子
仮
、
以
報
宣
公
。

宣
公
乃
以
子
朔
為
太
子
。
十
九
年
、
宣
公
卒
、
太
子
朔
立
、
是
為
恵
公
。
左

右
公
子
不
平
朔
之
立
也
、
恵
公
四
年
、
左
右
公
子
怨
恵
公
之
議
殺
前
太
子
仮



而
代
立
、
乃
作
乱
、
攻
恵
公
、
立
太
子
仮
之
弟
斡
牟
為
君
、
恵
公
葬
斉
。
」

7 

清
陳
宏
謀
編
『
教
女
遺
規
』
中
に
、
「
欧
陽
氏
、
宋
人
、
適
摩
忠
臣
、
総
年
而

男
姑
死
子
疫
。
遺
一
女
閏
嬢
、
才
数
月
、
欧
陽
適
生
女
、
同
乳
晴
之
。
又
数

月
、
乳
不
能
給
、
乃
以
其
女
分
隣
婦
乳
而
自
乳
閏
嬢
。
二
女
長
成
、
欧
陽
子

閏
嬢
、
毎
倍
厚
罵
。
女
以
為
言
。
欧
陽
日
一
“
汝
、
我
女
。
小
姑
、
祖
母
之

女
也
。
且
汝
有
母
、
小
姑
無
母
、
何
可
相
同
?
"
因
泣
下
。
女
憐
悟
、
諸
凡

譲
姑
而
白
取
余
。
忠
臣
后
判
清
河
、
二
女
及
算
、
富
貴
家
多
求
姪
氏
。
欧
陽

日
一
“
小
姑
未
字
、
五
日
女
何
敢
先
。
且
聴
吾
女
者
、
非
以
吾
愛
吾
女
子
。
"

其
問
諸
隣
人
、
卒
以
富
貴
家
先
閏
嬢
。
箸
現
衣
服
器
用
、
馨
其
始
嫁
粧
匿
之

美
者
送
之
、
送
女
之
具
不
及
也
。
終
其
身
如
是
。
閏
嬢
毎
謂
人
日
一
“
五
日
娘
、

吾
母
也
。
"
欧
陽
残
、
閏
嬢
問
犬
之
、
至
極
血
、
病
歳
余
。
聞
其
m
犬
者
、
莫
不

下
涙
。
呂
氏
日
…
姑
娘
、
世
所
謂
参
商
人
也
。
嫁
女
之
家
、
間
有
小
叔
姑
則

戚
、
而
捜
亦
厭
悪
此
両
人
、
若
不
可
一
日
有
。
何
者
?
為
母
耳
目
、
譜
恕
相

虐
也
。
世
之
為
娘
者
、
誠
如
欧
陽
氏
賢
、
則
挙
世
皆
閏
嬢
失
。
五
口
子
日
疋
知

人
尽
道
、
両
人
成
名
、
同
室
仇
讐
、
過
分
寡
耳
、
難
以
罪
一
人
也
。
」

8 

出
典
は
『
古
今
小
説
』
巻
八
「
呉
保
安
棄
家
晴
朗
友
」
。
原
典
は
唐
午
粛
『
紀

聞』。

9 

出
典
は
『
古
今
小
説
』
巻
七
「
羊
角
哀
捨
命
全
交
」
。
原
典
は
漢
劉
向
『
列
士

{云
~ 。

10 

出
典
は
「
古
今
小
説
」
巻
十
六
「
沼
巨
卿
鶏
黍
死
生
交
」
。
原
典
は
晋
干
宝

『
捜
神
記
」
巻
十
一
。

11 

『
正
統
道
蔵
』
正
一
部
『
高
上
大
洞
文
昌
司
椋
紫
陽
賓
銭
』
巻
上
「
文
昌
儲
佐

列
神
品
」
に
「
巴
西
邑
神
和
来
孫
」
を
記
載
す
る
。

12 

末
尾
に
「
此
案
莫
以
為
虚
、
『
伝
家
宝
」
『
暗
室
燈
』
倶
載
之
」
と
出
典
を
記

す

13 

原
典
『
楊
氏
女
殺
狗
勧
夫
』
雑
劇
で
は
、
主
人
公
は
楊
氏
、
夫
は
孫
栄
、
弟

は
孫
虫
児
、
悪
友
は
柳
隆
卿
・
胡
子
転
。

14 

原
典
は
明
陳
罷
…
斎
『
美
詩
躍
鯉
記
』
四
巻
。

15 

両
者
は
「
体
何
請
聴
、
今
試
説
一
個
不
安
父
母
心
的
」
か
ら
始
ま
る
。

16 

西
南
官
話
。
「
碑
」
は
墓
碑
。
『
中
国
漢
語
方
言
大
詞
典
』
、
司
公
主
・

「燈」

は
「
用
来
加
高
的
較
厚
的
整
塊
石
頭
或
木
頭
。
」
『
中
国
漢
語
方
言
大
詞
典
」
、

日

u
U
1
ω
N
N

・

17 

西
南
官
話
。
「
超
務
」
に
同
じ
。
豚
を
追
う
。
『
中
国
漢
語
方
言
大
詞
典
』
、

日
)
一

-NA山中・

18 

『
聖
諭
六
訓
解
』
「
孝
順
父
母
」
に
、
「
古
人
説
得
好
、
『
孝
順
還
生
孝
順
子
、

件
逆
還
生
件
逆
児
。
但
看
箸
前
水
、
点
点
不
差
移
。
』
這
箇
報
応
断
然
不
爽
。
」

19 

「
道
光
二
十
九
年
後
四
月
十
三
日
、
壁
山
県
、
新
出
一
奇
案
。
」

20 

叫
口
l
動
詞
。
「
帯
大
人
干
点
活
。
」
中
原
官
話
。
河
南
南
陽
。
「
中
国
漢
語
方

言
大
詞
典
』
、

E
N
H
0
・

21 

那
伺
l
代
詞
。
「
窓
慶
。
」
「
嚇
些
人
。
」
西
南
官
話
。
湖
北
。
『
中
国
漢
語
方
言

大
詞
典
』
、
玄
H
N
印・

22 

倒
ー
助
詞
。
表
時
態
「
着
」
、
「
了
」
。
西
南
官
話
。
四
川
成
都
。
『
中
国
漢
語

方
言
大
詞
典
」
、

E
S
0
.

(
長
江
大
学
講
座
教
授
・
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
教
授
)


